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NOTE

シルバー世代とペットシルバー世代とペット

ペットとの暮らしは、私たちの日常に幸せと彩
りを与えてくれます。ペットの世話が生きがい
になったり、ペットの話題で会話も弾みます。

ペットの寿命は年々伸び、犬や猫は15年以上生きるこ
とも珍しくありません。
万が一自分が病気などになってしまって、飼い続ける
ことができなくなったときにどうするか……。
そんな事も考えて、対策をとっておくことがシルバー
世代のペットへの責任です。

いまどきのペットの飼い方いまどきのペットの飼い方

昔と今では、ペットの飼い方の常識も変わってきています。昔の猫は外出自由な飼い方が
当たり前でしたが、今では外に出さないで飼うことが基本です。犬の鳴き声や散歩での糞
や尿の放置もご近所トラブルの元になります。

毎日の散歩やしつけが必要です。
犬種によって大きさ・特性・性格、必要な運動量が異
なります。
将来の自身の体力なども考えて選択しましょう。
飼い主には市区町村への飼い犬の登録と毎年の狂犬病
予防注射等が義務づけられています。(狂犬病予防法 )

おとなの犬や猫は、大きさや性格がある程度分かっているという利点があります。保護施設
からの譲渡には年齢制限等の条件もありますが、あなたに合う犬や猫の紹介や、トライアル
期間（試しに飼ってみる期間）、飼い方のアドバイス等も行っていますので、選択肢のひとつ
として考えてみてはいかがでしょうか。

シルバー世代には成犬、成猫からが飼いやすいシルバー世代には成犬、成猫からが飼いやすい

じょうと

犬

家の中が
明るくなって
夫婦の会話も
増えたわ

このコの
世話が生きがい
なの。健康で
いなくちゃ


